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幻自己有用感の変容
時期と群を要国とする 2要因の分散分析を

行った結果，有意な差がみられた(去 2)ため，
多重比較を行った.結果，両コースとたに全体，
因子iJll，全てに有意な向上がみられた.コース
間では，事後のみ，スポーツコースがキャリア
コースより O. 水準てか有意に高かった.
表 2)コースjJlJアサい 〆~ >得 J ι子力・不買準仮差、分散分析結果

スポーツ (N) 竺 26 M(α) 

キャリ 7 (~，ニ 32 :P~ → 1 ヶ月後

ポ一、 ~" に ;:-;-.-:-1. ""6) 
自己有丹!主義

ャリア コ~，いう 22.19(4"52)

スポ一 七品川よど 9.311 (1. 90) 

-1ν ~r 7"44(2.92) ~.3IU.75; 

スボ、 ツ 6.38(1. 70) 8.0811. 38、 I. 日

必マリア 且44(1.74) 7.44(1.63. 7.47(i. 

えがーソ 5.88(1. 18) 7.62(1. 53 ち民(1.

ネャ ゴ1 5.13(1.50) 5.31(1.23 与人。
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ヤンブ体験や宿泊研修を通して，友人関係
がり，自ら動き，発音する場面が増えたこ

とから，他者(:lJヲ開ピ新1い自分を且つけ，効
果が得られ継続され J人/考ヌられる.
3) 自己有用fdがアサーシごンに与える影
取し回帰分析 1 つ~ヤ守二ことヨンに影響乞

える要pd の分析を-~;-人 結果から，自己
有用感(B=l.町、:ω;三、 "jンに約40%ぴ
正の影響を与え二、、る二鳴らかになった n

因子5j1Jで~)， '十ノ)比いF 子、てに約 30-40%.ilfく
の正の影響を与えていることが明らかになっ
た.コース号IJでは，キャリア進学コースのみ，
'dkWIJ因子 r限界表明及び依頼 [!CJ子異

なる怠見の表明J因子に白己信用J惑が負の総響
を与えてし、f二.キャリア進学コースの自己有
用感は事後においてスポーツコースより有意
に低かったことから，低い自己有用感は，アサ
ーションに負の彰響を与えることが明らかに
なった.

これらの結果から.γサーションには，自己
有用感が強く l~t~響してし、る二とが明らかにな
った.入学直後の時期で(工，キャンブや宿泊研
修などで，臼己有用感を実感できるようなプロ
グラムをより積極的;二将人させ，その後に，ア
サーションなどの社会スキノレの向上に取り
組むこそが有効すあると考えられる.
4. まとめ
キャンブを体験することで，アサーションが

向上することが明らかになった.また，アサー
ションにi士、白己宥用感が大きな影響を与えて
v、ることが明らかになった.キーγンプ体験ボア
→十一ション向上に効果的であることから?現代
「士会の青年期の問題である不十分々社会的ス
キル向上の 1-月 }j常，""，期待される.
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1.序論
近年，社会的スキノレの不足が指摘され，自分

:こ自信が持てず考えや気持ちを言葉で伝える
語力が低下しているといわれている.自己主張
や自己表現に関連したスキルで守その場にあっ
アー適切乃内己主現~行うスキル ε してア
』シン) ;III力、両まっている守?サーシ三j

ンをゾうる土めには，自分の感情 (j~を月解
る必要が夕、る(鶴田ら， 2007).このこと，ら戸
山己ヂ(!41憾とアサーションは深く関わ〆」て

し、ろと j令三らる.
キ~-.，.フ活動;土，青少年の自主性やì.:長

:):1:会性の72成に大いに役立っと報缶主れて.... t-; 
り(日本野外教育研究会， 1989)予アサーション
の向上にもず果があると考えた.

そこで，本研究の日的は，キャンプを体験し
た女子高校生のアサーションの変容を自己有
弔感との関連に者目し，明らかにすることであ
る.
2.研究方法
;計勢芳市大学プ?実施された 20171=f1.A
へに:2?1~ t 自の 0女子高等乍杭

スィ;'f ui!時(キャンプ)に参加し
た.比較の為，

I1ドイ与を守ったキャりア
よ!?:42γ ふ jりわ対象とした.
[:J73恋人、{広木県投下草ンセンタ
万三し JJJ (j L:fj!日感尺度J3因子 11
出ら (2007)が作成した「アザーション尺度J4 
国子 13項目を使用し，三項目の自由記述を加
えて作成したアンケートを事前，事後 1ヶ月
後の 3回調査を実施した.
3.結果および考察
l )アサーション得点の変容
時期と群を要凶とする 2要因の分散分析を

行った結果.有意な差がみられた(表1)ため.
多前比較をわった，結果，スポーツコースご.
'7 ..ション余悼と!異なる意見山}(fザ1[j，j 
.r;HW去fJJj及び依頼J因子で有意片山口i上i

れた.キャリアコースには，アサーション
，!::: [J，]子百Ijともに有意な変化はみられなカり
ま 1 ヲ ァ "与、二 ン得点の平均 e 標準偏差

校生，キーワード:キャンブ.
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的な投で仲間と共に困難を
ぞれ'~J ろなど，お互いが一つに
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